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世界へ広がれ！日本のアクション～
“サバ州STOP
地球温暖化防止センター設立”

課　題

今後の課題

SABAH州中学生の地球温暖化授業風景

秋田市中学生の地球温暖化
防止授業を視察

　資源産出国でエネルギーに係る費用が安く、使用量に関する意識も希薄であり、市民生活や
事業活動の中で“省エネ”への取組みは見られない、マインドセットが不十分な状況。

　「サバ州政府としてMoU（MEMORANDUM OF UNDERSTANDING）を取り交わしたい」
との要望を受け、研修を延期する等、全体のスケジュール管理に大きな影響を及ぼしたが、無事
締結終了した。

日本で先進事例として実績のある地球温暖化防止活動推進センター
の設置・キックオフを図り、継続することで、認知度UP、現状把握、ネット
ワーク構築を推進する。
●サバ州政府や環境教育関係者の温暖化防止の重要性の認識アップ、
　センターに関する理解度アップ
●センター機能に資する人材育成
●センター機能拡充に関する基盤整備とサバ州環境局内への
　センターデスク設置

成果と工夫した
ポイント

■成果
サバ州環境局内へセンター機能デ
スク設置を完了したことにより、セン
ターが中心となり10講座、1,500名
のサバ州民へ地球温暖化防止に関す
るワークショップを実施し、センター
活動の定着へ向け、大きな一歩と
なった。

■工夫
マレーシアはSNS登録者数世界一の
実績国であるため連絡確認等につい
て、SNSにて迅速に対応した。

1年目
一般助成

実　践

サバ州での
知識研修会理解度

サバ州内での温暖化防止
ワークショップ参加人数

活動の全体目標に
対する達成度85％ 1,500人 50％

活動内容


